




明日からの授業を創る

日々、教室で行われる授業は、言うまでもなく「創造的活動」です。そして、子どもたち

の幸せな未来を保障する責任ある営みでもあります。私たちは、このことを肝に銘じなけれ

ばなりません。本書『学力調査結果分析報告 明日からの授業を創る』には、この思いを込

めています。

教育は、人格の完成を目指し、平和で民主的な国家及び社会の形成者として必要な資質を備えた心

身ともに健康な国民の育成を期して行われなければならない。（教育基本法第１条）

法律に定める学校の教員は、自己の崇高な使命を深く自覚し、絶えず研究と修養に励み、その職責

の遂行に努めなければならない。（教育基本法第９条）

教育基本法には、このように、「教育の目的（第１条）」が定められ、第９条には教員とし

て果たすべき使命が明記されています。

私たちが日々向き合っている子どもたちは様々な生活背景をもっており、学校が直面する

課題も多様化、複雑化しています。ともすれば目の前の事象への対応に追われ、心身ともに

疲弊してしまうこともあるかもしれません。だからこそ、私は、学校と教員に託されたこの

崇高な使命について思いを致すことが大切だと思っています。

私は、「教えるプロであると同時に学び続けるプロでありたい」と言い続けてまいりまし

た。その真髄は、責任あるこの仕事をどうすれば全うできるのかというところにあります。

第４次産業革命とも言われるＡＩ（人工知能）の急速な進化は、10～20年後には、現在ある

職業の約半数が、ＡＩに置き換えられる社会をもたらすと予測されています。そのような社

会にあって、自立した社会人としてたくましく生き抜いていく子どもたちの育成を、私たち

は担っています。社会がグローバルかつダイナミックに変化する中で、学校教育だけが停滞

することはできません。私たちは、次代を担う子どもたちに「文化」を継承するだけでなく、

自ら学び続けることによって、「新たな知見」を教授するとともに、本来人間がもつ「無限

の可能性」を、身をもって示す必要があります。

奈良県教育の英知を結集して、次代を担う子どもたちに最善の教育を行うことが、私たち

の責務であると考えます。本書は、過去３年間の学力・学習状況調査結果を分析することを

通して、現在の奈良県教育の課題と指導改善の方途を明らかにしています。

本書が、明日からの授業づくりの一助となり、ひいては奈良県教育の質の向上に繋がるこ

とを心から期待しています。

平成30年２月

奈良県教育委員会教育長

奈良県立教育研究所長

吉 田 育 弘
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